
「元気にワッショイ！」「元気にワッショイ！」
　村内各地区で７月から８月にかけて夏　村内各地区で７月から８月にかけて夏
祭りが行われました。祭りが行われました。
　橡久保地区では８月１日に行われ、お　橡久保地区では８月１日に行われ、お
みこしが地区内を威勢よく渡御しました。みこしが地区内を威勢よく渡御しました。

主な内容主な内容
■夏だ！祭りだ！■夏だ！祭りだ！
　おみこしだ!!　おみこしだ!! ……………… ………………P２P２
■人事行政の運営等の■人事行政の運営等の
　状況の公表　状況の公表……………………………………P６P６
■お知らせ■お知らせ…………………………………………P８P８
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夏夏だだ！！祭祭りだりだ！！おみこしおみこしだだ!!!!
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平成25年度　昭和村情報公開・個人情報公開制度の運用状況
これは、昭和村情報公開条例等の規定に基づき公表するものです。

①勤務時間、休憩時間の状況
勤　務　時　間

休憩時間 閉　庁　日
始業時間 終業時刻

8時30分 17時15分 12時00分～13時 土曜日及び日曜日、
祝日、年末年始

②年次有給休暇の実施状況（平成25年４月1日～平成26年3月31日）
対象職員数 平均取得日数 消化率
82人 9.1日 22.8％

③特別休暇の種類

有給休暇

○選挙権その他公民としての権利の行使　○証人、
鑑定人、参考人等として国会、裁判所、地方公共
団体の議会その他の官公署への出頭　○骨髄移植
のための骨髄液の提供　○社会貢献活動　○職員
の結婚　○職員の出産　○職員が生後満１年に達
しない子を育てる場合　○職員の妻の出産　○産
後８週間以内の子または小学校就学前の子の育児
参加　○小学校就学前の子の看護　○職員の親族
の死亡　○父母の追悼のための特別な行事が行わ
れる場合　○夏季休暇　○地震、水害、火災その
他の災害による職員の現住居の滅失又は損壊　○
地震、水害、火災その他の災害又は交通機関の事
故等により出勤することが著しく困難な場合　○
地震、水害、火災その他の災害時において、出勤
途上における身体の危険を回避する場合　○その
他村長が定める場合

無給休暇 ○介護休暇　○組合休暇

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
 （単位：人）

処分内容 処分者数 処　分　事　由

分限

処分

免　職 －
降　任 －
休　職 －
降　給 －
失　職 －

懲戒

処分

免　職 －
停　職 －
減　給 －
戒　告 －
訓告等 －

４ 職員の分限及び懲戒処分の状況

 （単位：人）
区　　　分 違　反　者　数

命 令 に 従 う 義 務 －
信用失墜行為の禁止 －
秘 密 を 守 る 義 務 －
職務に専念する義務 －
政 治 的 行 為 の 制 限 －
争 議 行 為 等 の 禁 止 －
営利企業等の従事制限 －

５ 職員の服務の状況

①職員研修の実施状況 （単位：人）
区　　分 受講者数 研　修　内　容　等

新規採用職員研修 4
一般職員研修 0
係 長 研 修 6
課 長 研 修 3
そ の 他 6 ティーチングコーチング研修等６

６ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況

②勤務成績の評定の状況
　本村では、勤務成績の評定制度を導入していません。

 （単位：件）
内　　　　容 要求等件数

勤務条件に関する措置の要求 －
不利益処分に関する不服申立て －
その他 －

８ 公平委員会に係る業務の状況

④その他の休暇・育児休暇の取得状況 （単位：人）
区　分 病気休暇 介護休暇 育児休暇

25年度中に新規取得または
前年度より継続中の職員数 1 － 2

①福利厚生制度 （単位：人）
区　　分 受診者数 内　　　　　容

総 合 健 診 70 30歳以上の職員の健康診断
定 期 健 診 12 上記以外の職員の健康診断
合 　 計 82

 （平成25年４月１日～平成26年３月31日）

実　施　機　関
請求件数 処　理　状　況

取り下げ
情報公開 個人情報 公 開 部分公開 非 公 開 不 存 在

村 1 1
教 育 委 員 会
選 挙 管 理 委 員 会
公 平 委 員 会
監 査 委 員
農 業 委 員 会
固定資産評価審査委員会
議 会

（平成25年４月１日～平成26年３月31日）
実施機関 不服申立て件数 備考

村 －

②公務災害補償制度 （単位：件）
加　入　団　体 件　数 災害の概要

地方公務員災害補償基金
群 馬 県 支 部 1 左中指爪甲脱臼

左中指床挫滅創

７ 職員の福祉及び利益の保護の状況

１ 実施機関別請求件数及び処理状況 ２ 不服申立ての状況
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平成25年度　昭和村人事行政の運営等の状況の公表
この公表は、昭和村人事行政の運営の実態について、お知らせするものです。

１ 職員の任免及び職員数に関する状況

２ 職員の給与の状況

①職員数 （単位：人）

区　分 平成25年度
当初職員数

平成25年度
退職者数

平成26年度
採用者数

平成26年度
当初職員数

一
般
行
政
職

一般職 62 0 2 64
保健師 4 0 0 4

管理栄養士 1 0 0 1
保育士 8 0 2 10

技能労務職 8 0 0 8
合　計 83 0 4 87

①１人当たりの支給額（平成25年４月１日現在）
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.8歳 327,143円 374,044円
技能労務職 50.2歳 308,463円 333,079円

③手当制度の状況
手　当　名 支　　　給　　　額　　　等

扶 養 手 当

・配偶者▶月13,000円
・その他▶月  6,500円
但し、配偶者のない場合は扶養親族1人まで月11,000円
（被扶養者のうち15歳～22歳の者は5,000円加算）

住 居 手 当 借家居住▶家賃に応じて支給（27,000円上限）

通 勤 手 当
・自動車等で通勤する場合（片道２km以上の通勤者）▶通勤距離に応じ2,000円～24,500円
・交通機関等を利用して通勤する場合▶通勤に要する運賃等の額（定期券代）

管 理 職 手 当 ・役職に応じて定額　課長51,800円、参事46,900円、課長補佐36,100円

時 間 外 勤 務 手 当

（正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給）
・勤務日における時間外勤務1時間につき当該職員の時間単価×1.25倍（深夜は1.5倍）
・週休日における時間外勤務1時間につき当該職員の時間単価×1.35倍（深夜は1.6倍）
・月60時間を超えた場合　時間単価×1.5倍（深夜は1.75倍）

休 日 勤 務 手 当
（祝日及び年末年始の休日において勤務した職員に支給）
・勤務1時間につき当該職員の時間単価×1.35倍（深夜は1.6倍）

特 殊 勤 務 手 当
・伝染病防疫作業　　日額350円
・死体等処置作業　　日額450円

管理職員特別勤務手当
・課長　　　　　　　１回　7,500円
・参事、課長補佐　　１回　6,000円

宿 日 直 手 当 ・１回　4,200円

期 末 手 当
・　6月期　1.225月分（特定幹部職員は1.025月分） 　・職制上の段階、職務の級等による
・12月期　1.375月分（特定幹部職員は1.175月分）　　加算措置あり（役職加算5～10％）

勤 勉 手 当
・　6月期　0.675月分（特定幹部職員は0.875月分） 　・職制上の段階、職務の級等による
・12月期　0.675月分（特定幹部職員は0.875月分）　　加算措置あり（役職加算5～10％）

寒 冷 地 手 当
・世帯主である職員▶扶養親族の有無に応じ10,200円～17,800円（5カ月間）
・その他の職員　7,360円（5カ月間）

退 職 手 当

・勤続20年　自己都合 23.03月分　　勧奨・定年28.7875月分
・勤続25年　　 〃 　32.83月分　       〃      38.955月分
・勤続35年　　 〃 　46.55月分　       〃        55.86月分
・最高限度額 　  〃 　      55.86月分　       〃        55.86月分
・その他定年前早期退職者特例措置あり

②初任給基準
区　分 大学卒 短大卒 高校卒

一般行政職 172,200円 152,800円 140,100円
技能労務職 － － 140,100円

②採用試験の実施状況　（単位：人）
試験区分 受験者数 合格者数
教養試験 23 2
保育士 9 2

③職員数の推移 （単位：人）
平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度

87 83 84 83 85

④ラスパイレス指数の状況
※ ラスパイレス指数とは、国家公務員給与水準を100とした場
合の地方公務員の給与水準を表します。
区　分 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度 平成21年度

一般行政職 95.3
（103.3）

97.4 97.7 97.5 95.0

（　）は給与の臨時特例措置による、数値となります。

⑤特別職の給与・報酬等の状況
区　　　　分 月　　　額 期末手当

給　料
村　　　　長 590,000円

　６月期　1.85月分

12月期　2.05月分

（役職加算　20％）

副　 村　 長 471,000円
教　 育　 長 431,000円

報　酬

議　　　　長 226,000円
副　 議　 長 181,000円
議会各委員長 171,000円
議　　　　員 161,000円
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水道料金のお支払い、忘れていませんか？水道料金のお支払い、忘れていませんか？

　村の水道事業は、利用者の皆さんが納めた水道料金で運営されています。しかし近年、水道料金

の未納者増加が深刻な問題になっています。

　水道料金は、水道を利用するすべての方に公平に負担していただくものですので、村としては不

公平が生じないよう未納者からの料金徴収を強化しなければなりません。そこで、水道料金の未納

者への対策についてお知らせします。

　水道料金の納入期限内の支払いに皆さんのご理解とご協力をお願いします。

※給水停止措置後は未納料金全額をお支払いいただかなければ、基本的に給水を再開することはで

きません。また、給水停止により何らかの損害が生じても村は一切の責任を負いません。

～ご相談ください～
　「未納額が多額でどのように納めていけばよいか分からない」など、納付や料金についてお悩みが

ありましたらご相談ください。

　村では納入期限までに支払いが出来なかった場合、下図の手順で支払いを未納者に促していきます。

書面や訪問による支払いの督促に応じない場合、最終的には給水を停止することになりますが、公

平を期するためにやむを得ない措置であることをご理解願います。

水道料金の未納対策

相談窓口　昭和村役場　建設課　上下水道係　☎０２７８ー２４ー５１１１

給水停止に至までの事務

料
金
の
お
知
ら
せ（
検
診
）

納
付
書
の
送
付
ま
た
は
口
座
振
替

「
督
促
状
」
の
送
付

「
催
告
状
」
の
送
付　

納
付
相
談

「
給
水
停
止
予
告
通
知
書
」
の
送
付

給　

水　

停　

止

・
納
付
が
な
か
っ
た
方

○ 

督
促
状
を
送
付
後
も
納
付
し
て
い
た
だ

け
な
い
方

● 

催
告
状
を
送
付
後
も
納
付
し
て
い
た
だ

け
な
い
方

●
納
付
の
誓
約
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
方

◎ 

予
告
通
知
書
を
送
付
後
も
納
付
し
て
い

た
だ
け
な
い
方

◎
納
付
の
誓
約
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
方

◎ 

誓
約
は
し
た
が
納
付
を
し
て
い
た
だ
け

な
い
方
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お 知 ら せ

農地の借受希望者の募集について
　群馬県農業公社では、「農地中間管理事業」による、農地の借受希望者の募集を開始しますので、応募される方は
以下の方法により応募してください。
■募集期間　
　平成26年９月１日（月）から９月30日（火）まで
■応募方法
　県農業公社ホームページ（http://www.gnk.or.jp/）上から「農用地等借受応募書」をダウンロードしていただくか、
各市町村農政担当窓口に配置してあります同応募書に必要事項を記載のうえ、群馬県農業公社に持参または郵送し
てください。
■問い合わせ
　〒371-0852　前橋市総社町総社2326-2
　公益財団法人　群馬県農業公社
　☎027-251-1220　FAX027-251-0677
　昭和村役場　産業課
　☎0278-24-5111　内線151

農地貸し借りの新しい仕組み　農地中間管理事業が始まります

群馬県農業公社

出　

し　

手

受　

け　

手

① 地域内の分散し錯綜した農地利用を整理し担い手ごとに集約化する必要がある

場合や、耕作放棄地について、農地中間管理機構が借り受け

② 農地中間管理機構は、必要な場合には、基盤整備等の条件整備を行い、担い手

（法人経営・大規模家族経営・集落営農・企業）がまとまりのある形で農地を利

用できるよう配置して貸し付け

③ 農地中間管理機構は、当該農地について農地として管理

④ 農地中間管理機構は、その業務の一部を市町村に委託し、農地中間管理機構を

中心とする関係者の総力で農地集積・耕作放棄地解消を推進

借　

受　

け

貸　

付　

け

・契約期間中は、農業公社が適切な貸付先を選定し、安定した賃借料が確実に入ります。
・貸付期間満了後にはトラブルの心配もなく、確実に土地が戻ります。
・貸付期間満了後も農地管理が難しい場合は、引き続き貸し付けておくことで、農業公社が農地の適正管理を行う
担い手へ託します。
・地域内の農地の一定割合以上を農業公社に貸し付けた地域に対し、地域集積協力金が交付されます。
・農業公社に農地を貸し付けることにより、経営転換またはリタイアする農業者及び農地の相続人に対し、経営転
換協力金が交付されます。

農地を貸したい方（出し手）のメリット

・より長期間の借り入れが可能（原則10年以上）になり、借入期間中は安心して耕作できます。
・条件が整えば、借入地で簡易な基盤整備を実施できます。
・地主との借入交渉など、面倒な事柄は農業公社がお引受けします。
・賃借料は交渉により定まった額を毎年払いとします。

農地を借りたい方（受け手）のメリット

■問い合わせ先：公益財団法人　群馬県農業公社
　〒371-0852　前橋市総社町総社2326-2　☎027-251-1220
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７
月

商
工
会
女
性
部（
藤
井
隆
子

部
長
）で
は
７
月
５
日
、
総
合

運
動
公
園
内
に
あ
る
「
元
気
の

家
」
の
清
掃
と
周
辺
の
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
活
動
は
、「
地
域
の

た
め
に
何
か
貢
献
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
」
と
い
う
思
い
か
ら

始
め
ら
れ
た
も
の
。
平
成
18
年

よ
り
、
７
月
の
第
一
土
曜
日
に

毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で

９
年
目
と
な
り
ま
す
。

作
業
は
午
後
３
時
か
ら
お
よ

そ
１
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
、
参
加
し
た
同
女
性
部
員
17

人
が
奉
仕
活
動
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

商
工
会
女
性
部
が

 

奉
仕
活
動奉仕作業に参加した商工会女性部の皆さん

あばれん坊太鼓の演奏

村
づ
く
り
協
力
委
員
が
サ
ル
ビ
ア
植
え

昭
和
村
村
づ
く
り
協
力
委
員
会（
星
野
昌
司

会
長
）で
は
７
月
７
日
、
村
議
会
議
員
と
協
同

で
望
郷
ラ
イ
ン
沿
い
の
花
壇
に
サ
ル
ビ
ア
の
苗

な
ど
、
お
よ
そ
４
千
本
を
植
え
ま
し
た
。

こ
の
サ
ル
ビ
ア
植
え
は
平
成
15
年
か
ら
行
っ

て
い
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
。

現
在
の
場
所
に
サ
ル
ビ
ア
を
植
え
る
の
は
、

今
年
で
９
回
目
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
村
づ
く
り
協
力
委
員
の
ほ
か
、
村

議
会
議
員
ら
が
サ
ル
ビ
ア
植
え
に
参
加
。ま
た
、

長
者
の
原
地
権
者
会（
見
城
敏
一
会
長
）の
方
た

ち
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
長
者
の
原
・
結
婚

サルビア植えに汗を流す村づくり協力委員ら

道
の
駅
で
３
周
年
イ
ベ
ン
ト

道
の
駅
「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」
の
オ
ー
プ
ン

３
周
年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
が
７
月
27
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
際
し
倉
澤
駅
長
は
「
皆
さ
ん
の

励
ま
し
を
い
た
だ
き
、
３
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
日
は
イ
ベ
ン
ト
を
存
分
に

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
育
英
短
期
大
学
あ
ば
れ
ん

坊
太
鼓
の
演
奏
や
高
校
生
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の

ほ
か
、
恒
例
の
投
げ
餅
な
ど
様
々
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
村
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
赤
城
高
原
農
業
観
光
協
会

大勢の人たちで賑わう投げ餅

の
森
に
コ
ス
モ
ス
の
苗
を
植
え
る
作
業
も
あ
わ

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
業
の
後
に
は
昭
和
の
森
山
荘
で
同
委
員
と

村
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
。
策
定

に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
る
景
観
計
画
の
話

題
を
中
心
に
、
村
の
景
観
を
守
っ
て
い
く
た
め

の
取
り
組
み
や
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
村
村
づ
く
り
協
力
委
員
会
は
、
村
政
全

般
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
村
民
の
建
設
的

な
意
見
や
要
望
を
村
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

組
織
と
し
て
平
成
５
年
に
設
置
さ
れ
、
委
員
は

村
長
の
委
嘱
を
受
け
活
動
し
て
い
ま
す
。

に
よ
る
、
と
う
も
ろ
こ
し
ま
つ
り
も
併
せ
て
開

催
さ
れ
、
焼
き
と
う
も
ろ
こ
し
の
販
売
や
観
光

交
流
室
に
よ
る
収
穫
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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村
議
会
議
員
と
農
業
委
員
、

さ
く
ら
工
房
の
会
員
ら
が
７
月

24
日
、
村
有
林
内
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
下
草
刈
り
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
奉
仕
活
動
は
同
団
体
に

よ
り
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
。作

業
は
村
総
合
運
動
公
園
に

隣
接
す
る
村
有
林
で
行
わ
れ
、

お
よ
そ
60
人
が
参
加
。

山
林
の
中
で
の
蒸
し
暑
い
作

業
に
な
り
ま
し
た
が
、
午
後
１

時
30
分
か
ら
一
斉
に
開
始
さ
れ

た
作
業
に
よ
り
、
生
い
茂
っ
た

下
草
が
手
際
よ
く
き
れ
い
に
刈

り
取
ら
れ
ま
し
た
。

村
議
会
・
農
業
委
員
会
・

さ
く
ら
工
房
が
下
草
刈
り下草刈りに汗を流す参加者

群
馬
県
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
７
月
15
日
か

ら
来
県
し
て
い
た
台
湾
の
日
本
に
お
け
る
外
交

の
窓
口
機
関
で
あ
る
、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代

表
処
経
済
部（
農
業
担
当
）の
林り
ん

主
席
課
長
ら
が

７
月
16
日
、
村
を
訪
れ
コ
ン
ニ
ャ
ク
加
工
施
設

や
レ
タ
ス
畑
な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

上
に
つ
な
げ
た
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

出
発
と
な
る
８
月
３
日
の
朝
に
は
、
参
加
す

る
14
人
の
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
、

元
気
に
村
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
す
る
生
徒（
敬
称
略
）

…
加
藤
洸
希（
中
内
出
）、
加
藤
弘
崇（
中
宿
）、

菅
沼
悠
真（
赤
谷
）、
須
田
優
太（
下
宿
）、
堤
海

斗（
森
下
中
）、新
木
萌
々
香（
南
部
）、飯
塚
菜
々

（
中
内
出
）、
金
子
奈
緒（
常
木
）、
高
橋
萌（
藤

井
）、
竹
之
内
綾
音（
伏
田
）、
中
川
か
ほ
り（
常

木
）、生
津
楓（
森
下
中
）、矢
嶋
梨
乃（
森
下
中
）、

横
坂
由
希（
池
原
）

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
の
林り

ん

主
席
課
長
来
村

コンニャク製品の製造過程を視察する林
りん

主席課長（左）

昭
和
中
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
へ
出
発

昭
和
中
学
校
で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン

州
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
出
発
を
控
え
た
中
学
生

の
壮
行
会
が
７
月
28
日
、
村
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

壮
行
会
で
は
、
生
徒

た
ち
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
向
け
て
の
抱
負
を
発

表
。「
ア
メ
リ
カ
と
の

文
化
の
違
い
を
学
び
、

自
分
を
成
長
さ
せ
る
10

日
間
に
し
た
い
」、「
自

分
か
ら
話
し
か
け
る
努

力
を
し
て
語
学
力
の
向

元気に行ってきます！

レタス畑の視察

こ
れ
は
、
台
湾
へ
の
農
畜
産
物
と
加
工
品
の

輸
出
に
向
け
た
物
流
対
策
の
一
環
と
し
て
、
群

馬
県
の
農
業
の
状
況
に
つ
い
て
案
内
し
、
安

全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
が
目
的
。

村
に
到
着
し
た
林
主
席
課
長
ら
は
、
ま
ず
北

毛
久
呂
保
で
コ
ン
ニ
ャ
ク
製
品
の
製
造
過
程
を

視
察
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
ニ
ャ
ク
製
品
を
試

食
。
そ
の
後
訪
れ
た
広
大
な
レ
タ
ス
畑
で
は
、

栽
培
農
家
の
橋
本
良
雄
さ
ん
か
ら
村
の
レ
タ
ス

栽
培
の
現
状
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
農
産
物
直
売
所
「
旬
菜
館
」
の
視
察

や
昼
食
で
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
定

食
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

抱負を発表する生徒



　新婚さん、金婚を迎えたご

夫妻の登場者を募集していま

す。自薦・他薦は問いません。

皆さんどしどしご応募くださ

い。【問い合わせ】役場企画課

広報統計係☎２４－５１１１

（内線１４１）

今 月 の
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村
公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

さくら動物病院
相戸 結衣（著） 

宝島社

無理しない
葉 祥明（著） 
日本標準

とっぴんぱらりの風太郎
万城目 学（著） 
文藝春秋

　天下は豊臣から徳川へ
――伊賀を追い出された
“ニート忍者"風太郎の運
命は、ひょうたんのみぞ
知る?万城目ワールド全
開の大長編

一流料理長の和食宝典
世界文化社

いのちをいただく
内田 美智子（著） 

講談社

加
か

　藤
とう

　明
あき

　敏
とし

さん（76歳）
 ・　　 　
　　　　享

きょう

　子
こ

さん（75歳）
（昭和40年２月９日入籍）

「
二
人
で
楽
し
く
こ
れ
か
ら
も
」

　
「
仕
事
や
育
児
に
追
わ
れ
、

無
我
夢
中
で
過
ぎ
た
50
年
」

そ
う
振
り
返
る
の
は
加
藤

明
敏
さ
ん
・
享
子
さ
ん
ご
夫

婦
。「
楽
し
い
事
だ
け
で
は

な
く
辛
い
事
も
含
め
て
、
こ

れ
ま
で
い
ろ
ん
な
事
が
あ
っ

た
。
だ
か
ら
人
生
は
面
白
い
。

今
は
お
互
い
健
康
で
過
ご
し

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
幸
せ
」

と
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

昭
和
36
年
か
ら
、
お
も
に

利
根
沼
田
地
域
で
小
学
校
の

教
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
明

敏
さ
ん
。「
教
員
生
活
は
大

変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
や
り
が

い
が
あ
り
楽
し
ん
で
仕
事
が

出
来
た
」
と
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
内
で
は
南
小
学

校
に
校
長
と
し
て
２
年
間
勤

務
さ
れ
「
昭
和
村
の
子
ど
も

た
ち
は
人
の
良
さ
と
親
し
み

や
す
さ
が
あ
っ
た
」
と
微
笑

み
ま
す
。

　

現
在
は
退
職
さ
れ
、
息
子

さ
ん
夫
婦
と
一
緒
の
７
人
暮

ら
し
。「
一
緒
に
住
む
孫
が

３
人
い
て
、
大
き
く
な
っ
て

か
ら
は
あ
ま
り
一
緒
に
出
か

け
る
機
会
が
な
く
な
っ
た
け

れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
可
愛
い
し

成
長
が
楽
し
み
」と
ニ
ッ
コ
リ
。

　

そ
ん
な
お
二
人
に
趣
味
を

尋
ね
る
と
明
敏
さ
ん
は
カ
ラ

オ
ケ
。
享
子
さ
ん
は
三
味
線

で
「
自
宅
の
稽
古
場
で
仲
間

た
ち
と
一
緒
に
お
茶
の
み
を

す
る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
」

と
微
笑
み
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は

「
ま
ず
は
健
康
で
あ
る
こ
と

が
一
番
。
趣
味
を
楽
し
み
な

が
ら
人
生
を
楽
し
く
過
ご
し

て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

常　木
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ふるさと昭和ふるさと昭和   ～歴史を訪ねて～～歴史を訪ねて～

「
野
球
・
仕
事
」

　

自
分
は
野
球
を
や
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
３
年
か
ら
始
め
て
か
れ

こ
れ
15
年
〜
16
年
。
今
で
は
地
元
の
チ
ー
ム
「
昭
東
」
と
い
う
チ
ー

ム
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
歴
史
は
浅
く
、
強
い
チ
ー
ム

に
は
な
か
な
か
勝
て
な
い
け
れ
ど
、
そ
こ
が
お
も
し
ろ
い
所
。

　

大
会
な
ど
で
前
回
は
負
け
た
チ
ー
ム
に
勝
て
る
と
自
分
の
チ
ー
ム

の
成
長
を
実
感
で
き
ま
す
。
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
も
良
い
楽
し
い
チ
ー

ム
な
の
で
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
人
、
特
に
若
い
子
は
ぜ
ひ
「
昭
東
」

で
一
緒
に
プ
レ
ー
し
ま
し
ょ
う
！
野
球
好
き
な
ら
大
歓
迎
で
す
。

　

え
〜
、
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
野
球
の
事
を
書
く
の
も
飽
き
て
き
た

の
で
、
少
し
仕
事
の
こ
と
も
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。
職
業
は
近
所

の
工
務
店
で
大
工
を
や
っ
て
い
ま
す
。
力
仕
事
も
あ
る
し
細
か
い

仕
事
も
あ
る
し
頭
も
使
う
し
、
大
変
な
職
業
だ
け
ど
日
々
頑
張
っ

て
作
業
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
成
長
し
て
早
く
一
人
前

の
職
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

最
後
に
一
つ
。
親
方
を
は
じ
め
、一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
方
々
。

み
ん
な
優
し
く
て
い
い
人
な
の
で
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

次
回
の
登
場
者
は
、
鈴
木　

貴
大
さ
ん（
24
歳
・
滝
寺
）で
す
。

加
か　とう

藤　和
かず

馬
ま

さん

（23歳・中内出）

次回登場者紹介

小学校からの友達です。

いっぱい飲みましょう。

第21回

上
杉
謙
信
と
長
井
坂
城

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

 

事
務
局
長　

島
田　

民
夫

　

戦
国
時
代
、
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
で
天
下
に

名
の
知
れ
た
武
将
は
少
な
い
。

　

越
後
の
上
杉
謙
信
、
甲
斐
の
武

田
信
玄
、
尾
張
の
織
田
信
長
と
い

え
ば
天
下
を
狙
う
超
一
流
の
武
将

だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
三
武
将
で

さ
え
天
下
統
一
は
な
ら
な
か
っ
た
。

「
天
、
地
、
人
」
天
の
時
、
地
の
利
、

人
の
和
こ
の
条
件
を
天
か
ら
与
え

ら
れ
た
者
の
み
が
、
天て

ん

下か

人び
と

に
成

り
え
た
の
で
あ
る
。

　

上
杉
謙
信
は
、
享
禄
三
年

（
一
五
三
〇
）越
後
守
護
代
の
長
尾

為
景
の
末
っ
子
と
し
て
春
日
山
城

で
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
虎
千
代
、

元
服
し
て
平
三
・
景
虎
、
政
虎
、

輝
虎
、
不
識
庵
・
謙
信
、
天
正
六

年（
一
五
七
八
）四
十
九
歳
、
春
日

山
城
で
死
去
し
た
。

　

永
禄
三
年（
一
五
六
〇
）長
尾
景

虎（
後
の
謙
信
）は
関
東
に
初
め
て

出
陣
し
、
長
井
坂
に
陣
を
張
っ
た
。

そ
し
て
、
厩
橋
城（
前
橋
）ま
で
進

ん
で
い
る
。
翌
永
禄
四
年
関
東
管

領
上
杉
憲
政
に
変
わ
っ
て
関
東
管

領
に
就
任
し
、
上
杉
家
を
も
相
続

し
て
、
名
を
政
虎
に
改
名
そ
の
年

将
軍
足
利
義
輝
の
一
字
を
賜
り
輝

虎
を
名
乗
っ
た
。

　

永
禄
三
年
関
東
出
陣
に
つ
い
て
、

戦
国
の
利
根
吾
妻
の
様
子
を
記
し

た
「
加
沢
記
」に
そ
の
記
録
が
の
っ

て
い
る
。
春
日
山
城
を
出
陣
し
た

一
団
は
、
上
野
に
向
け
谷
川
連
峰

を
目
指
し
た
。
谷
川
岳
の
少
し
北

に
清
水
峠
が
あ
り
、
上
野
に
入
る

の
に
は
、
尤
も
距
離
の
短
い
道
で

あ
っ
た
。
湯
桧
曽
川
沿
い
を
い
く

清
水
越
道
と
、
宝
川
、
藤
原
を
通

り
湯
桧
曽
で
合
流
す
る
道
が
あ
っ

た
が
、
謙
信
は
藤
原
を
通
る
道
を

そ
の
後
も
よ
く
利
用
し
た
と
言
う
。

そ
の
道
を
「
謙
信
道
」
と
呼
ん
で

い
る
。
景
虎
は
そ
の
後
、
沼
田
城

に
は
目
も
く
れ
ず
、
高
平
か
ら
片

品
川
を
渡
り
生
越
に
で
て
、
長
井

坂
へ
進
軍
。
長
井
坂
に
陣
を
置
き
、

沼
田
・
北
条
の
連
絡
を
絶
っ
た
。

沼
田
城
主
沼
田
顕
泰
は
長
井
坂
に

参
陣
し
て
降
伏
し
た
。
こ
の
時
、

長
井
坂
の
城
は
ま
だ
な
く
簡
易
な

砦
が
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
長

井
坂
城
は
そ
の
後
、
小
田
原
北
条

氏
が
北
の
沼
田
城
に
備
え
、
北
条

方
の
白
井
城
主
長
尾
憲
景
に
命
じ
、

よ
り
強
固
な
城
に
修
築
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
城
は
北
条
、
真
田

が
取
っ
た
り
取
ら
れ
た
り
し
、
天

正
十
八
年（
一
五
九
〇
）北
条
氏
が

滅
亡
し
廃
城
と
な
る
。
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下草刈りをする参加者下草刈りに汗を流す猟友会の皆さん

　村保健福祉課としょうわ子ども教室の共催による親子料
理教室が７月６日、村保健センターで行われました。
　料理教室には、村内の小学生と保護者25人が参加。手
打ちうどん作りをメインに夏の食材を使った料理に挑戦。
　参加した子どもたちは、昭和村食生活改善推進員の指導
を受けながら親子で料理づくりを楽しみました。
　村では、家族で一緒に食事をしたり料理を作る場をもう
け、豊かな心と健康な体づくりを推進しようと、毎月第一
日曜日を「昭和村食育の日」と定めています。今後の親子
料理教室は９月７日、12月７日、３月１日です。みなさ
んの参加をお待ちしています。

一緒に作ろう料理教室

うどん上手に切れるかな？盛りつけをする子どもたち

　昭和村若妻会（菅原めぐみ会長）では７月

９日、総合運動公園グランド周辺にポーチュ

ラカの苗およそ600株を植えました。

　作業には同会会員34人が参加。およそ２

時間半にわたって作業に汗を流しました。

　当日は蒸し暑いなかでの作業となりまし

たが、親子で花植え作業をしている会員も

おり、子どもたちも花植え作業を手伝って

いました。

若妻会が花植え作業

作業に汗を流す若妻会員の皆さん

　村のくすり屋さん、倉澤康弘さん（根岸）が７月９日、村内各

保育園に置き薬を寄付されました。

　寄付していただいたのは、絆
ばん

創
そう

膏
こう

などの応急処置に役立つ薬。

この日、役場保健福祉課をとおして各保育園に届けられました。

　倉澤さんが置き薬を寄付されるようになって今年で33年目。

倉澤さんは「子どもたちには、けがをしないよう元気に育って

ほしいです」と話してくれました。長年にわたるご厚意ありが

とうございます。

倉澤さんが薬を寄付

いつもお薬ありがとう（第一保育園）

　村では７月４日、横浜スタジアムに隣接する横浜公園内にコン
ニャク芋の植え付けを行いました。
　これは、昨年10月に友好交流協定を締結した横浜市との交流
事業の一環として行われたもの。村の特産品であるコンニャク芋
を栽培し、コンニャク畑の鑑賞や収穫体験を通して村をＰＲする
ことが目的。
　当日は、村職員４人が横浜公園内およそ50㎡の畑に植え付け
を行いました。なお、11月上旬頃には収穫体験イベントが行わ
れる予定です。

横浜公園にコンニャク芋の植え付け

植え付けのため畑を耕す職員
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夢を叶えた少年の話をする綿貫さん

　利根沼田猟友会昭和支部（加藤年之支部長）では７

月13日、下草刈りを実施しました。

　このボランティア作業は、松ノ木平桜地区にある

千年の森で毎年行っているもの。

　作業には、同会会員20人が参加。午前６時より

およそ２時間にわたり、下草刈りに汗を流しました。

　また、同会では今年、農作物の鳥獣被害防止のた

め、シカ46頭、イノシシ３頭、ハクビシン８頭を

捕獲しました。

猟友会がボランティア作業

下草刈りに汗を流す猟友会の皆さん

　昭和村体育協会が主催する第37回社会人地区対抗野球

大会が７月13日、総合運動公園野球場および多目的グラ

ンドで開催されました。

　大会には、村内各地区から７チームおよそ150人が参加。

優勝を目指して白熱した試合を展開しました。

　なお、同大会はトーナメント方式で行われ、群馬県町内

対抗野球利根沼田支部予選に出場するチームの選抜を兼

ねています。

大会結果　優勝：糸井、準優勝：森下

社会人地区対抗野球大会を開催

　糸井地区では７月中、「なんまいだ（百万遍）」

が行われました。

　これは、無病息災を祈願し、農作物に被害

をもたらす害虫を追い払うために行われる伝

統行事。

　中宿地区では４日から５日にかけて行われ、

小学生の子ども７人が、ボンゼン、鉦
かね

、数珠

を持って地区の家々をまわりました。

　子どもたちは各家の前で大きな数珠を繰り

ながら「なんまいだ、なんまいだ」と元気に唱

えていました。

勢いよく数珠を繰る子どもたち

糸井地区で「なんまいだ」

白熱した試合が展開された大会
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農
作
物
の
収
穫
作
業
が
盛
ん
な

時
期
で
す
が
、
次
の
点
に
特
に
注

意
し
て
、
農
地
の
適
正
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
農
薬
の
使
用
に
つ
い
て

　

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
農

薬
の
飛
散
に
よ
る
近
隣
住
民
へ
の

健
康
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

飛
散
防
止
に
つ
い
て
一
層
の
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
は
み
出
し
耕
作
に
つ
い
て

　

道
路
ま
で
は
み
出
し
て
耕
作
し

て
い
る
よ
う
な
畑
が
あ
り
ま
す
。

大
雨
の
際
に
は
、
は
み
出
た
土
が

流
さ
れ
て
思
わ
ぬ
災
害
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
農
業
者
の
皆
さ
ん

の
責
任
に
お
い
て
片
付
け
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
耕
運
後
の
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
り
、
道
路
等
を
汚

し
た
場
合
も
同
様
で
す
。

■
借
地
の
権
利
設
定
に
つ
い
て

　

借
入
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地

法
第
３
条
や
農
用
地
利
用
集
積
促

進
事
業
に
基
づ
き
利
用
権
の
設
定

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
出
耕
作
に
つ
い
て

　

村
外
に
出
耕
作
さ
れ
て
い
る
方

が
増
え
、
ト
ラ
ブ
ル
も
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
除
草
剤
散
布
や
耕
起
等

に
お
い
て
、地
域
の
方
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
農
地
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
会
を

 
実
施

総
務
課　

内
線
111

　

群
馬
弁
護
士
会
に
よ
る
、
一
斉

無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

群
馬
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
的
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
相
談
に

お
答
え
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
な
お
、
相
談
に
は
予
約
が

必
要
で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
１
日
㈬
午
後
１
時

〜
午
後
４
時

■
場
所　

昭
和
村
役
場　

第
２
・

第
３
会
議
室

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

庶
務
係　

内
線
１
１
１
ま
で

粗
大
ご
み
・
古
タ
イ
ヤ
・

小
型
家
電
等
を
回
収

産
業
課　

内
線
153

　

８
月
24
日
㈰
は
粗
大
ご
み
の
回

収
日
で
す
。
古
タ
イ
ヤ
・
使
用
済

み
バ
ッ
テ
リ
ー
の
回
収
も
行
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
小
型
家

電
（
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
等
）

を
無
料
で
回
収
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
処
理
費
用
は
現
地
で
直

接
現
金
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
産
業
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
搬
入
日
時　

８
月
24
日
㈰
午
前

８
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

■
場
所　

昭
和
村
資
源
物
保
管
場

（
直
接
個
人
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
）

９
月
は

 

自
殺
予
防
月
間
で
す

保
健
福
祉
課　

内
線
132

　

群
馬
県
で
は
９
月
を
自
殺
予
防

月
間
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
月
間

に
あ
わ
せ
て
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
行
わ
れ
ま
す
。

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
日
時　

９
月
10

農
地
の
適
正
管
理
の

 

お
願
い

農
業
委
員
会
事
務
局　

内
線
151

第５回「やさい王国昭和村」フォトコンテストを開催

■ テーマ　四季折々の昭和村の風景や生活観が見
える写真「風景、祭、農・産業」の情景
■撮影エリア　昭和村全域
■ 撮影対象　四季折々の自然景観、史跡、文化財、
伝統芸能、祭、農産業等を題材とした村のＰＲに
ふさわしい写真
■ 部門　一般の部門・ポスターの部門（縦長サイズ・
季節・風景限定）・ジュニア部門（中学生以下）
■ 作品規定　サイズは四切（Ａ４・ワイド四切可）、
ジュニアは２Ｌまたはキャビネ
■募集期間　平成27年２月27日（金）まで
■ 入賞　一般の部門：グランプリ１点、準グランプ
リ３点、特選３点、特別賞数点

　 ポスターの部門：群馬県知事賞１点、横浜市長賞
１点、横浜市会議長賞１点、群馬県観光物産国際
協会理事長賞１点、ＮＨＫ前橋放送局長賞１点
ジュニアの部門：グランプリ１点、準グランプリ
３点、特選３点、特別賞数点

■ 応募方法　作品の裏面に必要事項（住所、氏名、
電話番号、題名、撮影月等）を記載した応募用紙
（コピー可）を添付し、募集チラシを配布している
県内の写真店または役場企画課広報統計係へ提出
してください。

■ 問い合わせ　「やさい王国昭和村」フォトコンテ
スト実行委員会事務局　役場企画課広報統計係　
☎0278－24－5111（内線140）

　昭和村が平成21年10月に「日本で最も美しい村」連合に加盟したことを記念して、第５回目の写真コン
テストを開催します。ぜひ、みなさんのとっておきの写真をご応募ください。
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クイズ
キャッ

チボー
ル

広
報 

文
芸

麦
の
秋
天
に
も
地
に
も
日
の

光
り 

菅
野　

桂
子

開
け
は
な
ち
風
吹
き
抜
け
る

夏
座
敷 

横
坂　

庄
三

万
緑
や
真
合
ひ
ほ
ど
よ
き
寺

の
鐘 

真
下　

章
子

手
枕
に
夢
も
寄
り
添
ふ
夏
座

敷 

小
林　

仁
作

夏
風
邪
に
老
い
ゆ
く
思
い
感

じ
お
り 

須
藤　

澄
子

こ
の
風
の
先
ず
お
も
て
な
し

夏
座
敷 

梅
沢　

ま
つ

蝉
時
雨
ふ
と
止
む
山
路
曲
り

角 

杉
木　

哲
二

蚊
遣
火
や
亡
母
に
似
て
き
し

妹
が
癖 

坂
田　

保
男

俳

句

赤
城
野
の
わ
が
里
自
慢
の
蒟

蒻
は
さ
つ
き
の
大
地
に
萌
え

て
輝
く 

青
木　

剛

唐
黍
の
葉
の
濃
み
ど
り
が
胸

丈
に
つ
ゆ
の
玉
も
ち
穂
を
の

ぞ
か
せ
り 

板
橋　

き
み
江

雨
上
が
り
紫
陽
花
の
葉
に
か
た

つ
む
り
し
ば
し
止
ま
り
て
ま
た

見
え
ず
な
り 

倉
沢　

さ
な
へ

梅
雨
ど
き
は
あ
ざ
や
か
に
咲

く
あ
ぢ
さ
ゐ
に
心
う
る
ほ
ひ

絵
筆
の
か
ろ
し 

藤
井　

君
枝

競
ひ
鳴
く
巣
立
ち
の
近
き
子

つ
ば
め
は
ス
マ
ッ
シ
ュ
決
ま

り
拍
子
の
如
く 

堤　

あ
さ
江

梅
雨
晴
れ
に
ト
マ
ト
の
整
枝

五
千
本
無
理
は
効
か
ぬ
と
骨

身
に
し
み
る 

新
木　

た
き

墓
の
あ
る
畑
に
ね
ぎ
を
植
え
居

り
て
ポ
ケ
ッ
ト
に
あ
り
し
菓
子

を
供
え
る 

阿
部　

ト
シ
子

孫
帰
り
ゆ
っ
く
り
湯
に
入
り

癒
や
さ
れ
て
留
め
し
日
記
を

思
ひ
出
し
埋
む 

林　

千
恵
美

短

歌

△

７月号のクイズの答えは、「第１分団」でし
た。当選者は次のとおりです（敬称略）。お
めでとうございます。

★真　下　美　月（14歳）鎌　　　沢

　村内各地では、７月19日から８
月２日にかけて夏祭りが催され、お
みこしが渡御しました。
　それでは問題です。今年は大人み
こしと子どもみこし合わせて「○基」
のみこしが村内を渡御したでしょう
か？

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

◎
排
泄
の
失
敗
例

　

認
知
症
が
進
行
す
る
と
、
入

浴
、
更
衣
、
排
泄
、
食
事
な
ど
、

基
本
的
な
生
活
動
作
に
援
助
を

必
要
と
し
ま
す
。
排
泄
の
失
敗

は
、
本
人
に
と
っ
て
も
非
常
に

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
す

が
、
周
り
の
対
応
で
本
人
の
プ

ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
ず
に
す
み
ま

す
。
排
泄
の
失
敗
の
原
因
は
一

つ
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
①
ト

イ
レ
の
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な

る
②
衣
類
の
着
脱
に
手
間
取
っ

て
汚
し
て
し
ま
う
③
切
迫
す
る

ま
で
尿
意
、
便
意
を
感
じ
な
く

〜
行
動
・
心
理
症
状
と
そ
の
支
援
２
〜

身
の
回
り
の
こ
と
に

 

支
障
が
起
こ
っ
て
く
る
な
る
④
尿
意
、
便
意
を
全
く
感

じ
な
く
な
る
等
で
す
。

　

最
初
に
起
こ
る
の
は
、
①
か

②
で
す
。
①
で
は
ト
イ
レ
の
場

所
を
わ
か
り
や
す
く
、
風
呂
場
、

玄
関
の
た
た
き
等
ト
イ
レ
と
間

違
え
や
す
い
場
所
の
ド
ア
を
隠

す
。
夜
間
は
、
廊
下
の
明
か
り

を
つ
け
て
お
く
、
ト
イ
レ
の
明

か
り
を
つ
け
ド
ア
を
開
け
放
し

て
お
く
。
②
は
、
脱
ぎ
着
に
時

間
が
か
か
ら
な
い
服
装
で
着
な

れ
て
い
る
物
に
す
る
。
こ
の
よ

う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
あ

る
程
度
解
決
し
ま
す
。
③
は
、

排
尿
、
排
便
の
周
期
を
観
察
し

て
、
定
期
的
な
ト
イ
レ
の
誘
導

で
対
応
出
来
ま
す
。
お
む
つ
が

必
要
に
な
る
の
は
④
で
す
。

日
㈬
午
後
３
時
〜
４
時

■
会
場　

ベ
イ
シ
ア
沼
田
モ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

利
根
沼
田
保
健

福
祉
事
務
所　

☎
０
２
７
８

－

２

３

－

２
１
８
５

　

県
内
で
は
毎
年
500
人
前
後
の
方

が
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

疲
れ
て
い
る
の
に
２
週
間
以
上
眠

れ
な
い
日
が
続
い
た
り
、
心
身
の

不
調
が
長
引
く
場
合
は
、
早
め
に

か
か
り
つ
け
医
、
ま
た
は
相
談
機

関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
窓
口　

①
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７

０

－

０
６
４

－

５
５
６　

月
〜
金

（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）※
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く　

②
利
根
沼
田

保
健
福
祉
事
務
所　

☎
０
２
７
８

－

２
３

－

２
１
８
５　

③
昭
和
村

役
場
保
健
福
祉
課

▲

村に住んでいる人・勤めている人ならどなたで
も応募できます。

▲

賞品＝正解者の中から抽選で
村商工会商品券500円分を差し上げます。

▲

締め
切り＝９月５日（金）。

▲

発表＝「広報しょうわ」
９月号。

▲

答えは必ずハガキに書き、下記要領で
応募してください。

応募規定



おまわりさんからのお知らせおまわりさんからのお知らせ
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広く村民の皆さんに呼びかけたいことがあり

ましたら、このページをご利用ください。

information

ぐ
ん
ま
の
木
で
家
づ
く
り

支
援
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

◆
群
馬
県
林
業
振
興
課

　

群
馬
県
で
は
、
ぐ
ん
ま
優
良
木

材（
群
馬
県
内
産
木
材
を
使
用
し

た
認
証
製
材
品
）を
構
造
材
ま
た

は
内
装
材
に
使
用
し
て
、
県
内
に

自
分
の
居
住
用
の
住
宅
を
建
築
ま

た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
に
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
額
は
最
高
80
万
円
で
、
募

集
戸
数（
予
算
）の
範
囲
内
で
申
請

の
先
着
順
に
補
助
し
ま
す
。

 

構
造
材
補
助（
募
集
戸
数
750
戸
） 

　
「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」
を
構
造

材
に
60
％
以
上
使
っ
た
、
在
来
軸

組
工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工
法
に
よ

る
新
築
住
宅
の
建
設
・
購
入
に
対

し
て
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
額
は
、
柱
の
太
さ
や
延
床

面
積
、
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
の
使
用

▼
お
知
ら
せ

割
合
に
応
じ
て
15
万
円
〜
80
万
円

を
補
助
し
ま
す
。

内
装
材
補
助（
募
集
戸
数
50
戸
）

「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」
を
内
装
材

に
10
㎡
以
上
使
用
し
て
新
築
住
宅

の
建
設
・
購
入
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー

ム
す
る
場
合
に
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
額
は
３
，
０
０
０
円
／
㎡

（
上
限
15
万
円
）で
す
。

▼
申
込
先　

ぐ
ん
ま
優
良
木
材
品

質
認
証
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
７

－

２
６
６

－

８
２
２
０　

０
２
７

－

２
６
６

－

８
２
２
３

▼
問
い
合
わ
せ　

前
記
申
込
先
ま

た
は
県
庁
林
業
振
興
課　

☎
０
２

７

－

２
２
６

－

３
２
４
１

自
衛
官
等
採
用
試
験
を
実
施

◆
自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

 

航
空
学
生 

▼
受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含

む
）で
21
歳
未
満
の
人

▼
募
集
期
間　

８
月
１
日
㈮
〜
９

月
９
日
㈫

▼
試
験
日　

９
月
23
日
㈫

▼
場
所　

勢
多
会
館（
前
橋
市
）

一
般
曹
候
補
生

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人

▼
募
集
期
間　

８
月
１
日
㈮
〜
９

月
９
日
㈫

▼
試
験
日　

９
月
19
日
㈮
ま
た
は

９
月
20
日
㈯

▼
場
所　

沼
田
市
中
央
公
民
館

 

自
衛
官
候
補
生 

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人

▼
募
集
期
間　

８
月
１
日
㈮
〜
９

月
９
日
㈫

▼
試
験
日　

男
子
は
８
月
30
日
㈯

〜
10
月
26
日
㈰
で
指
定
さ
れ
た
日
、

女
子
は
９
月
28
日
㈰
ま
た
は
29
日

㈪▼
場
所　

相
馬
原
駐
屯
地
ま
た
は

新
町
駐
屯
地

 

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生 

▼
受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含

む
）で
21
歳
未
満
の
人

▼
募
集
期
間　

９
月
５
日
㈮
〜
９

月
30
日
㈫

▼
試
験
日　

11
月
１
日
㈯
・
２
日

㈰▼
場
所　

勢
多
会
館（
前
橋
市
）

　

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
沼
田
地
域

事
務
所　

☎
０
２
７
８

－

２
３

－

４
１
１
１
ま
で
。

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
の
宝
探
し

 

in
赤
城
山
を
開
催

◆
群
馬
県
企
画
部

　

県
と
赤
城
山
周
辺
の
６
市
村
で

構
成
す
る
「
赤
城
山
広
域
振
興
協

議
会
」
で
は
、「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
の

宝
探
し
in
赤
城
山
２
０
１
４
」
と

題
し
て
、
赤
城
山
を
舞
台
に
し
た

宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ

に
書
か
れ
た
謎
を
手
が
か
り
に
し

て
、
赤
城
山
周
辺
の
７
カ
所
に
隠

　夏季行楽期及び旧盆期は、行楽・帰省等のため車両通行量
が増加し、渋滞等に伴う交通事故が予想されます。

○運転は計画的に余裕を持って
　 　この時期は、暑さを伴い思ったよりも疲労し、また渋滞
等でイライラ感を感じるものです。渋滞等を予想した余裕
のある運転計画をし、１時間から２時間おきに休憩を入れ
るようにしてください。
○しっかりとした睡眠
　 　睡眠不足になると、うっかり・ぼんやり・居眠り運転の
原因となります。前日にはしっかり休みましょう。
○シートベルト・チャイルドシート着用
　 　シートベルト・チャイルドシートを着用しないで交通事

故にあった場合に死亡する確率が極端に高くなります。ま
た、高速道路では後部席のシートベルト不着用も違反の対
象となりますので、一般道路でも着用するようにしてくだ
さい。

○出先では飲酒しない
　 　体内でのアルコール濃度が平常値に戻るには、思いの外
時間がかかるもので飲酒運転で事故を起こす危険性が高く
なります。外泊ではともかく、出先では飲酒せず、自宅に
戻ってからゆっくり飲みましょう。

○同乗者は運転手の安全運転に協力する
　 　助手席の方は、運転者に対して道案内や気分転換をする
配慮をする。他の同乗者は、運転者の気が散らないように
車内では騒がないようにしましょう。

◎夏季行楽期及び旧盆期の交通事故防止◎
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特設人権相談所
　家庭内や隣近所のもめごとなど

でお悩みの人は、ご相談ください。

村人権擁護委員が相談に応じます。

◆日時：９月８日（月）、午後１時

30分～４時、◆会場：役場会議室

こころの相談
　「眠れない」、「イライラして落ち

着かない」など、心に悩みを持つ

人はご相談ください。専門家が相

談に応じます。◆日時：９月３日

（水）、午後１時30分～（事前に電

話予約を）、◆会場：沼田保健福

祉事務所☎２３ー２１８５

女性相談センター
　パートナーからの暴力やさまざ

まな悩みを持っている女性の相談

や支援を行います。◆日時：平日

午前９時～午後８時、土日祝日午

後１時～５時、◆相談専用電話：

☎０２７ー２６１ー４４６６

わが村の人口
人　口　7,790人 〔353人〕 （＋３）
　男　　3,877人 〔164人〕 （＋５）
　女　　3,913人 〔189人〕 （－２）
世帯数　2,648世帯 （－３）
〔外国人のみ307世帯・混合28世帯〕
※（ ）は前月比〔 〕は外国人の内数

７月末日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

そうだんがいど

さ
れ
た
宝
箱
を
探
す
参
加
体
験
型

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
夏
休
み
か
ら

秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
か
け
て
、

ご
家
族
で
楽
し
み
な
が
ら
赤
城
山

周
辺
を
周
遊
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

宝
箱
の
中
に
あ
る
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
賞

品
も
当
た
り
ま
す
の
で
皆
さ
ま
、

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
期
間　

７
月
19
日
㈯
〜
10

月
19
日
㈰
ま
で

▼
チ
ラ
シ
の
配
布
場
所　

県
内
の

市
役
所
・
町
村
役
場
・
観
光
協

会
・
道
の
駅
、
セ
ー
ブ
オ
ン
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
イ
オ
ン
・

ロ
ー
ソ
ン
の
県
内
各
店
舗
な
ど
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す（http://w

w
w
.

kirara.ne.jp/akagi/

）

▼
問
い
合
わ
せ　

群
馬
県　

企
画

部　

地
域
政
策
課　

地
域
づ
く
り

支
援
係　

☎
０
２
７

－

２
２
６

－

２
３
５
２

今・月・の・納・期
　固定資産税２期、村県民税２
期、国民健康保険税３期、介護保
険料３期、後期高齢者医療保険料
３期、保育料８月分、学校給食費
８月分は、９月１日（月）が納期で
す。納期内納付にご協力ください。

ご
存
じ
で
す
か
？

 

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受

け
ら
れ
る
年
金
）は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
満
額
の
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期

間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原

則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら

れ
ま
す
。）

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
９

－

２
２

－

１
６
０
７

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

窓
口
窓
口で

す

※ 

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

７
月
届
出
分

う
ぶ
ご
ええええ

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

吹　

張

菅す
が
わ
ら原　

瑛え
い
と斗
く
ん

裕　

文

あ
す
佳

さ
ん
の
子
６
月
30
日
生

常　

木

加か
と
う藤　

咲さ

さ

ね

彩
音
ち
ゃ
ん

大　

輔

友　

美

さ
ん
の
子
６
月
30
日
生

永
井
上

諸も
ろ
た田　

士と

い依
く
ん

智　

則

恵　

生

さ
ん
の
子
６
月
30
日
生

赤
城
原

第　

一

小お
が
わ川　

七な

お渚
く
ん

雄　

一

亜
澄
香

さ
ん
の
子
７
月
１
日
生

中
内
出

加か
と
う藤　

早さ

き葵
ち
ゃ
ん

道　

博

　

彩

さ
ん
の
子
７
月
５
日
生

森
下
下
宿

綿わ
た
ぬ
き貫　

琉る

い生
く
ん

洋　

樹

瑛
美
佳

さ
ん
の
子
７
月
18
日
生

池　

原

金か
な
い井　

昊そ

ら空
く
ん

一　

行

美　

幸

さ
ん
の
子
７
月
18
日
生

池　

原

金か
な
い井　

萌も

な愛
ち
ゃ
ん

一　

行

美　

幸

さ
ん
の
子
７
月
18
日
生

吹　

張

⻆
田　

節
三
さ
ん

90
歳　

７
月
22
日
没

池　

原

伊
庭　

清
一
さ
ん

84
歳　

７
月
25
日
没

お
く
や
みみみみ

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

FM  OZE行政情報番組
とれたて情報昭和村
放送日：毎週土・日
　　　　午前９時50分～10時

タイトルコール：新中学一年生
　８月は各種スポーツ大会等の情

報をお伝えします。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages true
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth 8
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




